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株主・投資家の皆様には平素は格別のご支援を

賜り深く感謝申し上げます。

当社グループの平成29年4月1日より9月30日

までの報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し

上げます。

トップインタビュー
Top Interview

代表取締役社長

第98期上半期を振り返ってのご説明を
お願いします。Q

A 　当第2四半期連結累計期間における経済情
勢は、国内では雇用・所得環境の改善が継続

し、個人消費や企業の設備投資に持ち直しの兆しがあ
るものの、天候不順の影響もあり消費者物価の基調
は横ばいで推移しました。海外では米国経済が引き続
き好調を維持し、EU圏経済も緩やかな回復がみられ、
中国をはじめとするアジア新興国の景気も持ち直し
の動きがありましたが、地政学的リスクの高まりによ
り、依然として先行き不透明な状況が続きました。

どのような取り組みをされたのか
具体的にご説明ください。Q

A 　このような事業環境のもと、当社グループ
は企業価値の増大を目指して、お客様が求め

る商品・ブランド力のある商品創りに注力してまいり
ました。具体的には、省エネルギー関連製品、環境対
応製品、健康・生活関連製品など成長分野とインフ
ラ整備関連分野、およびグローバル化へと積極的な
事業展開を推進するとともに徹底したコストダウン
に取り組んでまいりました。
　その結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、
売上高42,805百万円（前年同四半期比4.6％増）、
営業利益1,090百万円（前年同四半期比17.3％増）、
経常利益1,306百万円（前年同四半期比23.2％増）、
親会社株主に帰属する四半期純利益1,221百万円
（前年同四半期比67.0％増）となりました。
　なお、まことに不本意ではございますが、通期業
績予想を踏まえて中間配当につきましては実施を見
送らせていただきました。
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今後に向けての事業展開について
ご説明ください。Q

A 　今後わが国の経済は、短期的には雇用・
所得環境の改善が継続することで個人消費

もさらに回復に向かうものと期待されます。しかし、
中長期的には少子高齢化が一段と進み、人口減少
と年齢構成の変化が生産活動や消費行動に大きく
影響を与えることが確実視されます。世界的には、
新興国の台頭に伴う消費活動の伸長の一方で、地
球環境の保護や省エネルギーの重要性がますます
叫ばれるようになるものと思われます。また、IoTや
AI技術の発達は新たな事業を創出するとともに、
既存事業にも変革を求められることが予想されま
す。
　世界・日本における生産活動や消費行動の大き
な変化に対応し、持続的な成長を遂げるため、当社
グループが保有する技術と経営資源を最大限に活
かし、積極的な展開を図ることにより「企業に社会
に未来に、新たな価値を創り続けていくこと」を目
指します。

最後に株主・投資家の皆様に向けて
一言お願いします。Q

A 　当社グループは、持続的成長を遂げ企業価
値を高めることを目的としてグループ全員が

情熱と論理をもって、国際的に逞しい会社を目指し、よ
り大きな企業価値を創造する集団を構築すべく施策を
推進いたします。
　株主・投資家の皆様におかれましては、一層のご支
援を賜りますようお願い申し上げます。
� 平成29年12月

（百万円）

平成28年度
第97期
第2四半期

平成29年度
第98期
第2四半期

42,80540,920

売上高

4.6％増 23.2％増 67.0％増
（前年同四半期比）＋1,884百万円 （前年同四半期比）＋245百万円 （前年同四半期比）＋490百万円

（百万円）

平成29年度
第98期
第2四半期

平成28年度
第97期
第2四半期

1,060

1,306

経常利益
（百万円）

1,221

平成29年度
第98期
第2四半期

731

平成28年度
第97期
第2四半期

親会社株主に帰属する四半期純利益
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アキレス・ソルボ

セグメント別事業の概況
Business Review

シューズ事業　
▪売上高　　7,377百万円（前年同四半期比 6.8％減）

　ジュニアスポーツシューズブランド「瞬足」は、

「STORM MAX」を新たに投入し拡販に注力しました

が、海外ブランドの台頭などにより前年売上を下回りま

した。一方、「ソルボセイン」搭載のコンフォートシューズ

「アキレス・ソルボ」は、主軸の婦人向け製品を全国の有

名百貨店へ拡販し、前年売上を上回りましたが、シュー

ズ事業全体では前年売上を下回りました。

今シーズンの「瞬足」は「爽快RUN！」をキャッチコピーに
足の熱や水分を排出しやすい構造の「AIR CONTROL 
SYSTEM」を搭載したモデル「STORM MAX」が人気です。
また、子どもの足を育てる＝足育コンセプトを活かした「瞬
足足育シリーズ」も好評を得ています。

衝撃吸収・圧力分散性に優れた「SORBOTHANE（ソルボ
セイン）」を搭載する「アキレス・ソルボ」は、お客様の一歩一
歩を快適にするウォーキングシューズです。新たに登場し
たスニーカーカテゴリーは、カジュアルすぎず履くシーン
を選ばない上質なデザインが好評を得ています。

17.2%
シューズ事業

瞬足足育シリーズ
STORM MAX
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プラスチック事業　
▪売上高　　20,343百万円（前年同四半期比 9.8％増）

　車輌内装用資材は、採用車種生産の好調により伸長し
ました。航空機内装用資材も大きく伸長し、全体でも前年
売上を上回りました。
　フイルムの国内事業は、電材用が好調に推移し前年売
上を上回りました。輸出は、産業用と欧州・豪州向け窓用
が好調に推移し、前年売上を上回りました。北米事業は、
産業用、印刷用が好調に推移し、前年売上を上回りました。
農業分野は、生分解用が好調に推移し、前年売上を上回り
ました。

　建装資材の壁材は、好調な市況が継続し、新柄投入拡
大との相乗効果により、前年売上を大きく上回りました。
一方、床材は、主力のクッションフロアの低迷により前年売
上を下回りました。
　引布商品は、排水管用ジョイントが好調に推移したこと
に加え、エアーテントと大型救助ボートの新規受注により、
前年売上を上回りました。

四季を通して快適な屋外空間の創造を
お手伝いする屋外窓用フィルムが、巻
き上げ式システムの普及により海外で
評価を得ています。

機能性フィルム＋非発泡塩ビ＋不織布
構造により、高い表面強度と寸法安定
性を備えた壁紙です。裏面不織布の機
能により、壁紙剥離時に下地を傷める
ことがなく、リニューアル時の手間を省
くことができるため、ホテルや商業施設
での使用に最適です。

大型救助ボート「ARD-730」がフィリ
ピンコーストガード向けに納入されま
した。
今後も活躍の場を世界に求めて海外
への展開を進めていきます。

海外向け窓用フィルム 海外商業施設向け機能性壁紙「Walltech」 大型救助ボート「ARD-730」

プラスチック事業

47.5%
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産業資材事業　
▪売上高　　15,083百万円（前年同四半期比 4.2％増）

　ウレタンは、車輌用が好調に推移しましたが、寝具・家具

用などが低調な推移となり、前年売上を下回りました。

　断熱資材は、システムが一般建築物件向けの受注で苦

戦しましたが、ボード製品は住宅向け、パネル製品は畜産

向け、スチレン製品はブロックの受注が好調に推移し、断

熱資材全体では前年売上を上回りました。

　工業資材は、海外ユーザーを中心に半導体分野向け搬

送用部材が伸長したことに加え、国内も製造業の国内回

帰を受けた静電気対策品の販売が回復したことにより、

前年売上を上回りました。

物流業界の変動に対応するため、圧縮
梱包機を導入し、コンパクトなロール状
に圧縮できるマットレスを発売しまし
た。運賃コストを削減すると同時に、通
販チャンネル向けの販売も好調に伸
び、売上拡大に貢献しています。

半導体シリコンウエハーを輸送する際
に使用する容器を海外のお客様に販売
し、その使い終わった容器を回収、洗
浄、リユースすることで、廃棄物削減と
コスト低減でお客様にも喜ばれ、環境
活動にも貢献しています。

夏の暑さ、冬の寒さによるヒートストレ
スの解消には、畜舎の断熱が効果的で
す。
現在、改築・新築されている畜舎の多くに
「アキレストリトン」シリーズが採用され、
ヒートストレスの解消に貢献しています。

圧縮できるマットレス 洗浄リユースシステム

産業資材事業

35.3%

農畜産用断熱パネル「アキレストリトン」
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連結財務諸表
Consolidated Financial Statements

● 四半期連結貸借対照表� （単位：百万円）

科目 前第2四半期
平成28年9月30日現在

当第2四半期
平成29年9月30日現在

前期
平成29年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 47,719 48,974 51,361

固定資産 26,940 28,797 28,359

有形固定資産 18,291 18,760 18,415

無形固定資産 454 443 434

投資その他の資産 8,193 9,594 9,508

資 　 産 　 合 　 計 74,660 77,771 79,720

【負債の部】

流動負債 24,136 24,724 26,202

固定負債 8,728 8,571 8,680

負 　 債 　 合 　 計 32,865 33,295 34,883

【純資産の部】

株主資本 42,208 42,180 42,527

その他の包括利益累計額 △413 2,294 2,309

純 資 産 合 計 41,795 44,475 44,837

負債・純資産合計 74,660 77,771 79,720

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。

● 四半期連結損益計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期
平成28年4月 1 日から
平成28年9月30日まで

当第2四半期
平成29年4月 1 日から
平成29年9月30日まで

前期
平成28年4月 1 日から
平成29年3月31日まで

売上高 40,920 42,805 86,937

売上原価 32,377 33,527 68,743

売上総利益 8,543 9,277 18,193

販売費及び一般管理費 7,613 8,187 15,658

営業利益 929 1,090 2,535

営業外収益 257 294 571

営業外費用 126 78 102

経常利益 1,060 1,306 3,004

特別利益 60 472 591

特別損失 61 220 675

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,059 1,558 2,920

法人税、住民税及び事業税 375 401 990

法人税等調整額 △47 △64 △44

四半期（当期）純利益 731 1,221 1,974

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 731 1,221 1,974

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。

● 四半期連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期
平成28年4月 1 日から
平成28年9月30日まで

当第2四半期
平成29年4月 1 日から
平成29年9月30日まで

前期
平成28年4月 1 日から
平成29年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,396 2,046 6,296

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,584 △1,553 △2,271

財務活動によるキャッシュ・フロー △961 △1,568 △1,884

現金及び現金同等物に係る換算差額 △373 △48 △146

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 477 △1,123 1,993

現金及び現金同等物の期首残高 7,955 9,949 7,955

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 8,433 8,825 9,949

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。
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トピックス
Topics

　がんばりすぎの市民ランナーに向けたランニングシューズ
「MEDIFOAM（メディフォーム）」の販売を平成29年3月よりス
タートさせ順調に売上を伸ばしています。

　また、同年4月からスタートさせたCM放映では、公務員ランナーとして
有名な川内優輝氏の弟で「MEDIFOAM」のアンバサダーでもある川内鴻輝氏
を起用し、「走りながらリラクゼーション＆リカバリー」をキャッチコピーに、

軽快な走りとともに「MEDIFOAM」の持つ「衝撃吸収性」「反発弾性」
「耐久性」の高さを明確にわかりやすく表現しています。

新ブランド「MEDIFOAM（メディフォーム）」販売開始

シューズ事業

「Achilles THE NEXT」（マテリアル＆プロダクト展2017）開催

　平成29年5月16日、17日、ベルサール新宿グランドにて当社の総合展示会「Achilles THE NEXT」（マテリアル
＆プロダクト展2017）を開催いたしました。
　人々にとって快適でより過ごしやすい環境をテーマとし、研究開発本部
のほか11の事業部・販売部・子会社による展示やデモンストレーション、プ
レゼンテーションを通じ、当社の最新技術
と製品を紹介いたしました。
　2日間にわたって約2,400名のお客様に
ご来場いただき、盛況のうちに幕を閉じま
した。当社は、「Achilles THE NEXT」を通
じ、ビジネスを拡大していくとともに、これ
からも全社員が力を合わせ、皆様の生活を
豊かにできる技術や製品創りに励んでまい
ります。

（CM詳細）
●提供番組名	「世界まる見え！テレビ特捜部」
●放送日時	 毎週月曜　20:00-21:00
●放送局	 NTV系列　全国28＋TOS局
●提供期間	 平成29年4/3、4/24、5/1～6/26、10/2～12/18
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　2020年に住宅の省エネ基準義務化を控え、ゼロエネルギーハウス（ZEH）やHEAT20など義務基
準をさらに上回る高性能住宅が注目される中、当社では業界最高水準の熱伝導率0.018W/（m・K）

を持つ「ジーワンボード（Z1ボード）」を開発。平成29年10月に発売しました。
　極めて微細なセル構造を持つ高断熱性フォームと、遮熱性に優れたアルミ箔面材のハイブリッド効果により、夏
も冬も快適な高断熱住宅を実現し
ます。
　健康で快適なゼロエネルギー
住宅の建築に取り組む事業者への
販売活動を通じて、良質な住環境
の提供に取り組んでまいります。

　平成29年5月、抗ウイルス性・抗菌性軟質フィルム「アキレス ウイルセーフ」を発売しました。「アキ
レス ウイルセーフ」は、医療分野の繊維製品で多くの実績を持つ、株式会社NBCメッシュテックが展

開するウイルス細菌抑制技術「Cufitec®（キュフィテッ
ク）」を採用し、当社の製膜技術によってフィルム状態で高
い抗ウイルス性能を発揮することに成功しております。
　本製品は、フィルム表面に付着した代表的なウイルス
や細菌を99.99％低減する高い抗ウイルス性能に加え、
その効果が約60分で発揮されるという即効性、さらに
多くの安全性評価試験の実績を持ち、人体への安全性
にも配慮した設計となっています。

業界最高水準の断熱材「ジーワンボード（Z1ボード）」発売

抗ウイルス性・抗菌性軟質フィルム「アキレス ウイルセーフ」発売

プラスチック事業

産業資材事業
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会社概要／株式の状況
Corporate Data / Stock Information

● 会社概要（平成29年10月1日現在）
社 名
設 立

アキレス株式会社
昭和22年5月

資 本 金 14,640,795,671円
従 業 員 数 1,342名
本 社 〒169-8885

東京都新宿区北新宿二丁目21番1号
新宿フロントタワー

関 西 支 社 〒530-0005
大阪市北区中之島二丁目2番7号
中之島セントラルタワー23階

営 業 所 北海道営業所／九州営業所

● 株式の総数等（平成29年9月30日現在）
発行可能株式総数 70,000,000株
発行済株式の総数 17,462,714株
株主数 13,291名

● 株式分布状況（平成29年9月30日現在）

● 大株主（平成29年9月30日現在）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
株式会社みずほ銀行 813 4.71
東京アキレス協和会 737 4.27
足利アキレス協和会 552 3.20
株式会社三菱東京UFJ銀行 440 2.55
大阪アキレス協和会 437 2.53
みずほ信託銀行株式会社 431 2.50
朝日生命保険相互会社 431 2.50
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 393 2.28
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 393 2.28
GOVERNMENT OF NORWAY 357 2.07
注記　‌�上記のほか、当社保有の自己株式181千株があり、持株比率は自己株式を

除いて算出しております。注記　‌�上記のほか、当社保有の自己株式181千株があります。

金融機関 5,957,573株
34.47％

証券会社 202,148株 1.18％
外国法人等 2,544,396株 14.72％

個人・その他 6,381,808株
36.93％

その他国内法人 2,195,460株 12.70％

　
工 場 足利第一工場／足利第二工場／足利第三工場

滋賀第一工場／滋賀第二工場
美唄工場／九州工場

主な連結対象子会社 ACHILLES USA,INC.
阿基里斯（上海）国際貿易有限公司
アキレスコアテック㈱
関東アキレスエアロン㈱
大阪アキレスエアロン㈱
その他16社

● 役員（平成29年10月1日現在）
代表取締役社長 伊　藤　　　守 　

専 務 取 締 役 小　林　英　明 （製造部門管掌兼生産革新担当）

常 務 取 締 役 美　濃　　　眞 （営業部門統轄兼プラスチック部門担当）

取 締 役 藤　澤　　　稔 （経理本部長）

取 締 役 日　景　一　郎 （営業部門統轄補佐兼産業資材部門担当
兼購買担当）

取 締 役 荒　木　謙一郎 （CSR・人事総務担当兼コンプライア
ンス本部長）

取 締 役 永　島　照　明 （シューズ部門担当兼シューズ製造本
部長）

取 締 役 米　竹　孝一郎
常 勤 監 査 役 富　川　　　隆
常 勤 監 査 役 山　田　　　茂
監 査 役 須　藤　昌　子
監 査 役 有　賀　美　典
注記　1．取締役米竹孝一郎氏は、社外取締役であります。
　　　2．監査役須藤昌子氏および有賀美典氏の両氏は、社外監査役であります。

● 執行役員（平成29年10月1日現在）

執 行 役 員 柏　瀬　功　次 （建装事業部長兼デザインセンター長
兼建装販売部長）

執 行 役 員 山　本　勝　治 （ウレタン事業部長兼支社ウレタン販
売部長）

執 行 役 員 小　林　一　俊 （滋賀地区製造担当兼製造管理本部長）
執 行 役 員 大　蔵　孝　也 （車輌資材事業部長）
執 行 役 員 宮　嵜　　　徹 （関西支社長）

執 行 役 員 嶋　倉　茂　夫 （プラスチック製造本部長兼プラス
チック工場長兼製品設計部長）

執 行 役 員 松　田　光　弘 （断熱資材事業部長兼支社断熱資材販
売部長）

執 行 役 員 鈴　木　卓　郎 （ACHILLES USA,INC.社長）
執 行 役 員 中　山　直　樹 （研究開発本部長兼研究開発部長）

執 行 役 員 海　野　　　実 （シューズ事業部長兼シューズ営業本
部長）

執 行 役 員 根　岸　康　夫 （化成品事業部長兼フイルム販売部長）
執 行 役 員 寺　岡　伸　明 （人事総務部長）
執 行 役 員 松　宮　　　稔 （物流改革担当兼情報システム部長）
執 行 役 員 横　山　浩　樹 （産業資材製造本部長兼工業資材工場長）
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株主メモ
事 　 業 　 年 　 度	 毎年４月１日から翌年３月31日まで
剰余金の配当基準日	 ３月31日
	 中間配当を実施するときは９月30日
定 時 株 主 総 会	 ６月中 
単　元　株　式　数	 100株
株 主 名 簿 管 理 人	 東京都中央区八重洲一丁目２番１号
	 みずほ信託銀行株式会社

証券会社等に口座をお持ちの場合 証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵便物送付先

お取引の証券会社等になります。

〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問い合わせ先 フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く 9：00〜17：00）

各種手続お取扱店
（‌�住所変更、株主配当金

受取り方法の変更等）

みずほ証券
　本店および全国各支店
　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）
みずほ信託銀行
　本店および全国各支店（トラストラウンジ除く）

未払配当金のお支払
みずほ信託銀行　本店および全国各支店（トラストラウンジ除く）

みずほ銀行　本店および全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）

ご注意
支払明細発行については、右の「特
別口座の場合」の郵便物送付先・電
話お問い合わせ先・各種手続お取扱
店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株式の振替手続を行っていただく必
要があります。

公 　 告 　 方 　 法 	 電子公告（https://www.achilles.jp）
	‌� ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をすることができない場合には、日本経済新聞

に掲載して行います。

お問い合わせは、当社「株主優待係」まで
（電話03-5338-9205）

株 主 優 待 の ご 案 内

ジュニアスポーツシューズのトップブランド「瞬足」と、 
医療分野でも使用されている衝撃吸収・圧力分散素材

「SORBOTHANE（ソルボセイン）」を踵部に搭載し、歩きや
すく、疲れにくいウォーキングシューズ「ACHILLES SORBO

（アキレス・ソルボ）」、そして「SORBOTHANE」の特性を 
活かしたインソール、サポーターなどを100株以上ご所有の
株主の皆様に、ご優待価格でお買い求めいただけます。
さらに、WEBを利用してご注文の場合は、「アキレスウェブ
ショップ」で取り扱いしております全商品が優待対象となり
ます。
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〒169-8885
東京都新宿区北新宿二丁目21番1号
新宿フロントタワー
https://www.achilles.jp


